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お取引をカスタマイズ。
GFT は、取引でご利用いただけるテクニカル・インディケータを85 以上提供しています。各指数の詳細
は以下の通りです。

Average Directional Index 
(平均方向性指数＝DMI/ADX) 

特徴: 

平均方向性指数(ADX)により、チャートにトレンドが表われていること
を確認の上、トレンドの強弱を判断することができます。 

動作概要: 	  

• 0～100の数値で評価。

• 一定の入力期間(初期設定は14日)でトレンドの強さを測定します。

• インディケータの数値は通常20～40の間で推移。

• 20以下の場合:ADXはあまりトレンドがでていないことを示唆。

	 • 20以上の場合: チャート上の価格変動でトレンドが形成され 
	 ていることを示唆。

	 • 40以上の場合: 非常に強いトレンドを示唆。

	 • 40から下降した場合:トレンドは弱くなっている。

	 • 60を超えることは稀。

パラメータ: 

DealBook® では、ADX の算出に使用する日数を変更できます。最
初に DealBook® を起動した時点では、ADX は14日に初期設定さ
れています。 

Average True Range 
(アベレージトゥルーレンジ＝平均レンジ幅/ATR)

特徴: 

ATR は、ボラティリティの決定や、トレンドのトップやボトムを特定す
る場合に使用します。

動作概要: 
• レンジ幅に基づきます。

• ATRの計算方法:

	 • 直近の高値および直近の安値

	 • 直近の高値および前回の終値 

	 • 直近の安値および前回の終値 

• レンジ幅の値は、設定された入力期間 (初期設定は14日)に渡って
平均されます。

• 平均は単一線で描画され、通常はチャートの下のサブグラフに表
示。 

• ATR が低い場合、その通貨ペアの価格が安定しており、市場のボラ
ティリティが低いことを示唆。  

• ATR が高い場合、市場のボラティリティが高いことを示唆。 

• 使用目的:

	 • 価格の動きにおけるトップとボトムの予測 （通常は、ボラティリ 
	 ティが低水準にあるときに相場の高値や安値を示現）。 

	 • 現在の ATR にある値(通常 2 または 3)を乗じたレートでトレ 
	 ーリングストップを設定できます。現在の価格からこの値を減じ 
	 て逆指値を設定して利用します。 

パラメータ: 

DealBook® では、ATRの算出に使用する日数を変更できます。最初に
DealBook®を起動した時点では、ATRは14日に設定されています。 

Bollinger Bands 
(ボリンジャーバンド)

特徴: 
ボリンジャーバンドは、色々な意味で取引に有効で、相場の高値、安値を
予測することができます。ボラティリティを可視化し、トレンドが継続する
か、反転するかの判断を容易にします。 

動作概要:	 

• 最も一般的に使用されているテクニカルインディケータの一つです。 

• 次の 3 つのバンドで構成されます: 

	 1. ミドルバンド（中心線）は、入力の期間20が初期設定で、この間 
	 の単純移動平均線に基づいて計算。

	 2. アッパーバンド（バンド上限）は、ミドルバンド＋2標準偏差で、 
	 終値がどれだけ平均に近いかを示唆。 

	 3. ローアーバンド（バンド下限）は、ミドルバンド－2標準偏差。 

• これらのアッパー・ローアーバンド内で価格の変動を予測: 

	 • 価格がアッパーバンドにクロスする場合は、現在価格は高い（ 
	 買われ過ぎ）と考えられます。 

	 • 価格がローアーバンドにクロスする場合は、現在価格は低い（ 
	 売られ過ぎ）と判断。 

	 • このような場合には、まもなく市場が反転する兆しと判断。 

	 • 価格がミドルバンド付近で推移しているときは、平均値に近い 
	 水準で取引していると判断。 

• 市場のボラティリティを監視。

	 • バンド間の距離が広い場合は、ボラティリティが高いことを示唆。

	 • バンド間の距離が狭い場合は、市場のボラティリティが低いこと 
	 を示唆。
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パラメータ: 

DealBook® 360では、ボリンジャーバンドのパラメータをカスタマイ
ズすることができます。通常は終値が選択されますが、高値・安値・始
値・終値を選択でき(DealBook® を最初に起動した時は、終値が自
動的に選択されています)、DealBook® 360 と DealBook® WEB

いずれも、期間設定とバンドの変数を変更することができます。

Commodity Channel Index 
(コモディティチャネルインデックス＝商品チャンネル指数/CCI)

特徴: 
コモディティチャネルインデックスは、周期的な価格の動きに基づい
て、通貨ペアが｢買われすぎ｣または｢売られすぎ｣になる時期の予測を
助ける｢オシレーター｣です。  

動作概要: 	  

• 実際の価格がサイクルにどの程度近いかを予測。

• 次の 4 つの式を使って計算します。

	 1. ティピカルプライスを計算:　選択された期間（入力の期間14 

	 が初期設定）の、（高値＋安値＋終値）÷3で計算

	 2. 1．の、20日単純移動平均（SMA）を計算。   

	 3. 2．絶対偏差の平均を計算。 

	 4. 1．～３．の計算値からCCIを求める:（本日1．－本日の20日間 
	 単純移動平均2．）÷（0.015定数×平均偏差3．）

• DealBook® では自動的に計算されます。 

パラメータ: 
DealBook® では、CCI の算出に使用する日数を変更できます。期間
14が初期設定。 

Dynamic Momentum Index 
(ダイナミックモメンタムインデックス/DMI)

特徴: 
DMI は、現在の価格が買われ過ぎ・売られ過ぎかを判断します。このイ
ンディケータをチャート下部のサブグラフに表示して、価格動向を見な
がら新規・決済の取引を判断します。

動作概要: 	  

• 買われ過ぎ・売られ過ぎのタイミングを予測。 

• 通貨ペアの終値が平均値を超えた回数と、下回った回数を比較し
て計算。 

• 1～100の数値で評価。

	 • 70以上は買われ過ぎ。 

	 • 30以下は売られ過ぎ。

• 市場のボラティリティに基づく時間枠。 

• 通貨ペアのボラティリティが上昇すると、DMI は計算に使用する期
間の数を減らします。

• ボラティリティが低下すると、DMI は期間の数を増やします。結果と
して、DMI は市場の変動に敏感になり、RSI より迅速に変化を表示し
ます。

パラメータ: 

DealBook® 360では、DMI のパラメータをカスタマイズして、終値、
始値、高値または安値に基づいて指標を計算することができます(期間
14が初期設定)。DealBook® WEB では、DMI が使用する日数を変
更できます(期間14が初期設定)。

Momentum 
(モメンタム)

特徴: 

モメンタムは、直近の終値と指定した期間中の終値を比較、変化の価
格差に着目しています。チャートの下のサブグラフに表示され、価格の
継続・反転が予測でき、相場の勢い（モメンタム）を図る目的で考案さ
れたものです。 

動作概要: 	  

• 本日の終値－指定した期間（n）日前の終値を計算。

• トレーダーがトレンドのペースを判断し、トレンドの反転の可能性を
予測するのを助けます。

• 買われすぎ、売られすぎの条件の特定を助けます。

パラメータ: 
モメンタムのパラメータをカスタマイズできます。サブグラフをパ
ーセント・モードで表示するかどうかを決定することもできます。入
力の価格は、始値・高値・安値・終値に設定でき、DealBook360

、DealBookWEB共に、モメンタムを使用する日数を変更できます。期
間14が初期設定。

Moving Averages 

(移動平均)

特徴: 
このタイプのインディケータでは、特定の時間枠に渡って価格を平均
して、市場の動きを単一の線に平準化しています。移動平均にはいくつ
かのタイプがあります – それぞれの移動平均は、異なる計算方法を使
用して算出しています。トレーダーはこれらを使用して市場の動きを分
析しトレンドの変化を確認することができます。 

動作概要: 
• 通貨ペアが下降トレンドか、上昇トレンドかを判断するのに役立ち
ます。 

• 各種の移行平均は、それぞれ異なる計算方法を使用します：

	 • 単純移動平均(SMA)は、指定された期間内の終値はすべて同 
	 じ比重がかかっており（指定期間内であれば100日前も10日前も 
	 前日もデータとしての比重は同じ）、指定期間が長ければ長いほ 
	 ど相場の動きに対し、移動平均にスムーズィング効果が加わるこ 
	 とになります。 

	 • 指数移動平均(EMA)は、同様に計算しますが、より最近の価 
	 格に重みを与えます。 

パラメータ: 

移動平均の設定は、選択したタイプによって異なります。DealBook® 

360では、SMAのパラメータをカスタマイズして、終値、開始値、高値
または安値に基づいて平均を計算することができます(DealBook®

を最初に起動した時は、終値が自動的に選択されています)

。DealBook® 360およびDealBook® WEBでは、時間枠も変更
できることに加えて、インディケータの変位やペースも設定できま
す。EMAでも、価格、時間枠および変位を指定できます。 
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Moving Average Convergence/
Divergence 
(移動平均の収斂および拡散/MACD)

特徴: 
MACD は、トレーダーが取引の開始、終了の時期を予測するのに役立
ちます。このインディケータは、トレンドが反転する時期の判断でも使
用できます。 

動作概要: 	  

• 指数移動平均 (EMA) インディケータに基づいています。 

• 速い12日EMAの値から、遅い 26日EMAの値を減じて計算します。こ
の値は、単一の線として表示される、9日EMAと比較されます。 

• MACD トレンド線が単一線の上に上昇 - その通貨ペアの買い時を
示しています。 

• MACD トレンド線が単一線の下に下降 - その通貨ペアの売り時を
示しています。  

パラメータ: 
大半のトレーダーが 12 日および 26 日 EMA を使用しているの
に対して、DealBook® では使用する日数を変更して EMA を計
算できます。単一線の計算で使用する日数もカスタマイズできま
す。DealBook® 360では、選択して、終値、開始値、高値または安値
に基づいて平均を計算することができます (DealBook®を最初に起
動した時は、終値が自動的に選択されています)。

Relative Strength Index 
(相対力指数/RSI)

特徴: 
RSI は、通貨ペアが買われすぎであるか、売られすぎであるかを予測
します。このインディケータを使って、新規のポジションメークと決済
に利用します。

動作概要:	 
• 通貨ペアの値上がり幅の平均と、値下がり幅の平均を比較。 

• 平均は １から100の範囲で表示。 

	 • 値がベースライン 80を超えると買われすぎ。

	 • 値がベースライン 20を下回ると売られすぎ。

• 通常は 期間9,14,25(7,10,20）の終値を使用。

• 計算に含める日数が多くなるほど、値の変動は少なくなります。

パラメータ: 
インディケータの設定では、DealBook®のRSIの計算で使用する日
数を変更できます。同様に、チャート上に表示される買われすぎ/売
られすぎのベースラインの値も変更できます。DealBook® 360で
は、高値・安値・始値・終値の数値でRSIを計算することができます
(DealBook®の初期設定では、終値が自動的に選択されています)。

Slow Stochastics 
(スローストキャスティクス) 

特徴: 
ストキャスティクス・オシレーターは、通貨ペアの終値と、一定の期間
における価格範囲のどこに位置するかを比較して表示します。このイン

ディケータを使用して、トレンドの勢いと方向性を測定すると同時に、
いつ反転するかを予測します。次に、新規ポジション・メークや決済の
ポイントを予測します。

動作概要: 
• トレンドが持続した期間を分析して、通貨ペアの勢いと方向性を測
定します。

• 2 本の線を使用: 価格チャートの下のサブチャートに表示され、%K

および%Dで表示されます。

	 • %K線は、終値で期間14の価格範囲と比較します。

	 • %D線は、基準線で、%Kの期間５の単純移動平均を使用しま 
	 す。

• 0から100の間の範囲で移動します。

• %K または %D が 20を下回ると、その通貨ペアは売られすぎです。

• %Kまたは%Dが80を上回ると買われ過ぎです。

• %K線が%Dとクロスすると、買いのサインです。

• 同様に、%Dが%K とクロスすると、売りのサインです。

パラメータ: 
DealBook®はスローストキャスティクスを計算するのに使用する日
数を自由に変更できます。%Kおよび%Dのスロー期間の値と同様に、
サブチャートに表示される買われすぎ/売られすぎのベースラインの値
も変更できます。DealBook® 360では、高値・安値・始値・終値を用
いて平均を計算することができます。 (初期設定は、終値が自動的に選
択されています)。

Linear Regression 
(線形回帰分析)

線形回帰分析は、複数の変数における相関関係を直線モデルによって
説明しようとする分析手法です。インディケータ、過去の特定期間につ
いて線形回帰トレンドラインのエンドポイント値の軌道を結びます。線
形回帰線は、散らばりの合計を最小化する直線です。所定の期間を満
たすのに十分な値が与えられるまでは、一連のデータの開始における
線形回帰インディケータは定義できません。

期間シフトがゼロである場合の時系列移動平均および時系列予測と
同じ。

Accumulation Swing 
(アキュミュレーションスイングインデックス)

アキュミュレーションスイングインデックスは、当日の相場の四本値と
前日の相場とを比較し本質的な相場の動きを捉えよう（表現しよう）と
考案されたインディケータです。インディケータ、スイングインデックス
(S”)に基づくオシレーターで、当日高値が前日の SIを超えると、買い
シグナルが出され、当日安値が前日のSI より低くなると、売りシグナル
が出されます。

アキュミュレーションスイングインデックスは実際の相場動向を示そう
としているので、かなり実際の価格に似た動きになります。このインディ
ケータによって、従来の支持線/抵抗線の分析を使用できます。通常の
分析にはブレークアウト、新高値や新安値、および乖離が影響します。



GFT | インディケータ 4

Aroon 
(アルーン) 

アルーンは相場のトレンドの是非、強さを測るために考案されたインデ
ィケータです。サンスクリット語で（古代・中世のインドの公用語）夜明
けの光（Dawn’s Early Light）という意味があり、トレンドの始まりと
夜明けを結びつけこのインディケーターをアルーンと命名したといわ
れます。インディケータ通貨取引ペアがトレンドに沿って動いているか、
それているか、あるいはトレンドがどの程度強いかを判断するために使
用します。通貨取引ペアの価格が上昇している場合、期間内の終値は
期間の終わりになるほどインディケータに接近し、逆も同様です。アル
ーンインディケータは、高値(上昇の場合)または安値(下降の場合)ま
でにどれくらいの時間が経過したかをパーセントで示します。

アルーン (アップ) およびアルーン (ダウン) が一緒に移動している場
合、明確なトレンドはありません (揉み合い相場）。アルーン (アップ) 
が 50より下なら、上昇トレンドが勢いと方向性を失いつつあることを
示しており、アルーン (ダウン) が50より下なら、下降トレンドが勢い
と方向性を失いつつあることを示しています。アルーン (アップ) また
はアルーン (ダウン) が70より上なら、その方向での強いトレンドを示
しており、値が30より下なら、トレンドが逆方向になりつつあることを
示しています。

アルーン・オシレーターの場合、正の値は上昇トレンドを、負の値は下
降トレンドを意味しています。オシレーターの絶対値が高いほど、トレン
ドを強く示していることになります。

Chande Momentum 
(シャンデモメンタム)

シャンデモメンタムは、モメンタム系のテクニカルインディケータ
で、RSIに似たインディケータですが、モメンタムを測る際に分子に上
昇の値と下降の値両方を用いるため、RSIより純粋なモメンタムを測る
インディケーターと考えられます。このオシレーターを取引シグナルと
して使用するには2つの方法があります。一つ目は所定の通貨の買われ
すぎ、または売られすぎのレベルの測定で使用する方法。二つ目は、オ
シレーターが移動平均線を上へクロスしたら買いと判断し、オシレー
ターが移動平均線を下へクロスしたら売りと判断する方法です。 

シャンデのモメンタムインディケータは、所定の期間で価格が上昇し
た日数の合計、上昇値幅の合計(高値-安値) 、同じ期間で価格が下降
した日数の合計、下降値幅の合計(高値-安値)で構築されています。次
に、この線の指数移動平均を、単一の線として、オシレーターに重ねま
す。オシレーターは2つのパラメータを必要とします。価格の変動幅を
合計した期間、および移動平均の期間です。

Chikou Span 
(遅行スパン)

『Ichimoku(一目均衡表)』を参照してください。

Commodity Selection Index 
(コモディティセレクションインデックス /CSI）

コモディティセレクションインデックス（CSI）はモメンタム系のインデ
ィケータで、短期のお取引において最も資金効率のよい商品（＝為替
においては取引通貨に相当）の選択をするために用いられているイン
ディケータの1つです。

CSIの数値が高い場合、その商品のトレンドおよびボラティリティの特
性が強いことを示しています。トレンド特性は計算におけるディレクシ
ョンナル・ムーブメント係数で決まり、ボラティリティ特性は平均 レン
ジ 幅(ATR)係数で決まります

DEMA 
(ディーイーエムエー/二重指数移動平均）

ディーイーエムエーは、移動平均の1つです。DEMAの“D”はダブルの
略ですが、単純な移動平均というわけではなく、シングル、ダブル指数
平滑平均を組み込んだ移動平均です。この２つの構成要素とのレスポ
ンスを比較した場合、どちらか一方より、合成されたDEMAは遅れの
少なく、トレーディングのスタイルに応じて単純移動平均の代わりとし
てDEMAを用いることもできます。DEMA(二重指数移動平均)や、単
純指数移動平均と二重指数移動平均の独自の組み合わせで、各イン
ディケータを個別に使用するより、反応の遅れを抑制することができま
す。DEMA は移動平均が使用できる場合に使用できます。

Detrended Price Oscillator 
(ディトレンドプライスオシレーター)

ディトレンドプライスオシレーター（DPO）は相場のサイクルをより分
かりやすく捉えられるよう考案されたインディケータです。トレンドを排
除した価格オシレーターという意味になります。価格のトレンドを排除
することで、価格変動のサイクルに惑わされず、買われすぎ・売られすぎ
の状況を他のインディケータより容易に識別することができます。トレ
ンドを除去した価格によって、サイクルや買われすぎ/売られすぎレベ
ルの識別が簡単になります。

長期サイクルは、一連の短期サイクルによって構成されています。長期
サイクルを構成しているこうした短期サイクルを分析すると、長期サイ
クルにおける主要な転換点を識別するのに役立ちます。DPOは、価格
からこうした長期サイクルを除去するのに役立ちます。

DPOを計算するには、n期間の単純移動平均を作成します(ここで 
“n” は移動平均の期間の数です)。次に、終値から “(n / 2) + 1” 日前
の移動平均を減じます。その結果が DPO です。 

Directional Movement—ADXR 
(ディレクショナル・ムーブメント—ADXR)

ADXRは平均方向性指数（ADX）のモメンタムの変化を定量化す
るもので、ADXの2つの数値（現在の数値とn期前の数値）を合計
し、2で割ることによって求めます。このような平滑化を追加的に
行うことによりADXRはADXの変動から受ける影響を多少抑える
ことができます。このインディケータはADXと同じように解釈さ
れ、数値が上昇するほどトレンドは強まることを意味しています。
　ADXRの下降はトレンドが弱くなり反転につながる徴候を示して
います。ADXRは市場にトレンドがないことや、進行中のトレンドの
低下も特定できます。 

平準化した計算で得られることから、ADXRは短期、迅速な反転に
はあまり敏感ではない点でADXとは異なっています。トップおよび
ボトムの過剰な変動を補正するために開発されており、トレンドに従
った戦略で使われるとき、特に役に立ちます。動向の徴候としてボラ
ティリティに依存している戦略は、動向が必ずしもボラティリティを
示すわけではない点を考慮していないかもしれません。ADXRはト
レンドの強さに関する情報を提供し、トレンドの有無の間で変動する
不安定な市場での取引のリスクを管理するのに役立ちます。
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Envelope 
(エンベロープ)

エンベロープは、移動平均を中心線に上下にバンドを設けた代表的な
トレーディング・バンドの1つです。エンベロープは、所定の為替レート
が平均価格の上下に変動する取引範囲を示すのに使用されます。この
場合、為替レートに対する指数移動平均を取り、次に当日の平均の固
定パーセントを追加および減算して取引バンドを適用します。これによ
って、価格の 5% が平均以上、5% が平均以下と計算されます。

Fast Stochastics 
(ファーストストキャスティクス /ファスト)

ストキャスティクスは過去の一定期間における最高値と最安値のレン
ジの中で、現在の価格がどこに位置するのかを示すものです。ストキャ
スティクスは、0～100％の間で変動し、価格が過去の最高値に近づく
ほど100に近づき、逆に最安値に近づくほど0に近づき、直観的に判断
しやすいオシレーターです。

ストキャスティクスは、－K（％K）、－Fast(Fast%D）
、Slow（Slow%D）の3種類で表記されます。　現在の価格が高値圏・
安値圏かを示すことで、買われすぎ・売られすぎを判断することがで
き、、転換点を特定するのに役立ちます。K、D　2本の線のクロス時が
売買のポイントとなり、押し目買い・戻り売りの判断として有効です。

Forecast Oscillator 
(予測オシレーター)

予測オシレーターは、回帰分析をベースにしたインディケータです。
予測の対象となる終値と、時系列予測線によって得られる値との差を

（比較し）割合としてパーセンテージで表したインディケータであり、
線形回帰ベースのインディケータの拡張。対象の価格と時系列予測
オシレーターによって示される価格のパーセンテージを比較したもの
です。

現在の価格が予測オシレーターより高い水準にあるときは、％Fの線
はプラスの数値となり、今後の上昇が予測できます。逆に現在の価格
が、予測値を下回ればマイナスの数値となり、今後の下降が予測でき
ます。　実際の価格と予想値が同じ場合には、ゼロを示します。

Inertia 
(イナーシャ)

イナーシャは、通貨取引価格のモメンタムを、そのボラティリティに基
づいて測定するために使用します。相対ボラティリティインデックスの
副産物であるイナーシャは、単純に平準化した RVI です。 

イナーシャは0から100のスケールで測定します。インディケータが50

を下回ると、イナーシャは負(マイナス)です。指標が50を上回っていれ
ば、正のイナーシャであると言えます。イナーシャが正であれば、長期
的な上昇トレンドであることを示しています。イナーシャが負であれば、
長期的な下降トレンドであることを示しています。  

Intraday Momentum 
(日中モメンタム/ IMI)

日中モメンタム・インデックス(以下、｢IMI｣)は、RSIとロウソク足分析
の組み合わせです。 

IMIは RSIと同様に計算されますが、始値と終値の関係を使用して、上
昇であるか下降であるかを判断します。終値が始値より高ければ上昇
です。始値が終値より高ければ下降です。 

RSIの場合と同様に、指数70以上は買われすぎで下落することを示唆
し、指数30以下では売られすぎで上昇することを示唆しています。他
の同様のインディケータと同じく、取引前に外為市場の傾向を定量化
する必要があります。

Ichimoku 
(一目均衡表)

一目均衡表インディケータは、日本における代表的なチャート分析
手法の１つです。一般的なチャート分析は主に価格を用いますが、一
目均衡表は更に時間的な概念を盛り込んだ総合的なチャート分析
法です。相場のトレンド、支持および抵抗のレベルを決定し、買いお
よび売りのシグナルを表示します。日・週足の時間軸でこのインディ
ケータが最もよく機能すると言われています。

パラメータは、 異なる4つの時間枠を使用します。このインディケー
タの構成は以下の通りです。

• 転換線は、最初の期間での価格の平均値を表示します。この時間
枠での最大値と最小値の合計を2で割って計算します。

• 基準線は、二番目の時間枠での価格の平均値を表示します。

• 先行スパンAは、前の2本の線の間の中間点を、二番目の時間枠の
値だけ前進させて表示します。  

• 先行スパンBは、三番目の時間枠の価格の平均値を、二番目の時
間枠の値だけ前進させて表示します。 

• 遅行スパンは、現在のロウソク足の終値を、二番目の時間枠の値
だけ後退させて表示します。先行線との間の距離は他の色で画面上
に陰影が付けられ、｢雲｣と呼ばれます。価格がこれらの線の間にあ
る場合、市場にはトレンドがないと考えられ、雲の端は支持および抵
抗のレベルを反映します。

価格が雲の上にある場合、その上の線は支持の最初のレベルを示
し、二番目の線は二番目の支持レベルになります。価格が雲の下に
ある場合、下の線が最初の抵抗レベルとなり、上の線が二番目の抵
抗レベルとなります。

遅行スパンの線が価格のチャートを下から上へ突き抜けた場合、買
いのシグナルを意味します。上から下へ突き抜けた場合は、売りのシ
グナルです。 

基準線は、外為市場における動向のパラメータとして使用されます。
価格が基準線より上にある場合、価格は上昇する可能性が高いと考
えられます。価格がこの線と交差する場合、トレンドの変化があると
考えられます。

基準線の使用の別バージョンとして、シグナルの発行があります。転
換線が基準線を下から上へ抜けると買いシグナルとなり、転換線が
基準線を上から下へ抜けると売りシグナルになります。転換線は、外
為市場のトレンドのインディケータとして使用されます。この線が上
下に動けば、トレンドが存在します。転換線が水平である場合、外為
市場は転換点に来ています。
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Kairi 
(乖離)

乖離は、モメンタム系のインディケータの1つで当日の終値（または高
値、安値、始値のいずれか）と単純移動平均との差を割合として表した
インディケータです。主な方法として、トレンドを分析する（上昇、下降
またはレンジ）ために、また、買われすぎ、売られすぎのシグナルとして
使用することができます。

Keltner Channel 
(ケルトナーチャネル)

ケルトナーチャネルは、２本の上下バンドと移動平均線を使ったインデ
ィケータです。中心値に修正移動平均上下2本のバンドをプロットし、
平均から上下のバンドまでの距離が、基調となる価格のボラティリテ
ィに従って変動する方法で、ボリンジャーバンドに似ています。計算で
標準偏差を使用するボリンジャーバンドとは違って、ケルトナーバンド
はATRを使用します。

平均レンジ幅/ATRは、J. Welles Wilder Jr. によって開発され、前日
終値から当日始値までの発生し得るギャップを含めて、1日の実際の高
値と安値を表示します。これは、先物や株式市場で利用していたツール
であり、前日終値と当日始値にはより大きな意味があります。こうして、
平均レンジ幅/ATRは以下の中で最大のものを使って計算されます：

1. 当日高値 – 当日安値 

2. 前日終値 –当日安値

3. 前日終値－当日高値

ただし、前日終値と当日始値に大きな違いがあることは稀であるため、
外為市場ではこうしたギャップが発生することは通常はありません。従
って、ギャップが有効になるのは、週末を超える場合や、不安定な市場
状況である場合だけです。

一連のレンジ幅計算から修正平均が得られます。高値・安値範囲がか
なりのレベルにある場合は上下のバンドは平均から離れていき、一連
の安値範囲バーによってバンドは平均の内側へ移動します。市場のボ
ラティリティが上昇および下降した場合は、それぞれケルトナーバンド
が自動的に拡大・縮小します。 

ケルトナーバンドは中心値から上下2本あります。：

1. 強固な市場では、上下のバンドがほぼ支持線および抵抗線であると
考えられ、取引はレンジトレーディングが優位であると考えられます。

2. 価格が明確にブレークして、どれかのバンドの外側で終わる場合、
ブレークが発生した方向のトレンドには高いリスクがあると考えられ
ます。 

3. 中心の移動平均線は、トレンドが移動している場合、逆指値の水準
として利用できます。

どんな場合でも、一つのインディケータだけで取引を始めないで、モメ
ンタムインディケータ (例、RSI、ストキャスティクス)などの他のインデ
ィケーターを活用して、シグナルを確認することが推奨されます。価格
パターンを参考にすることも必要です。

デフォルトのパラメータ:期間 = 12 (平均に対する測定期間をコント
ロール)

係数 = 1 (平均の周囲でのバンドの配置をコントロール) 

プロット:上部 KC 上バンド線、中央 KC 中央移動平均、下部 KC 下
部バンド線

計算式:

平均値:高値 + 安値 + 終値 /3

移動平均値:高値から安値を引いた10日間の単純移動平均値

中間KC（移動平均値）=“期間” 長修正移動平均(平均値を使った期間
の移動平均値)

アッパーKCv = Mid KC + “期間” 長平均 レンジ 幅 x 係数

ロウワーKCv = Mid KC - “期間” 長平均 レンジ 幅 x 係数

Kijun Sen 
(基準線)

『Ichimoku(一目均衡表)』を参照してください。

Linear Regression Slope 
(線形回帰スロープ)

線形回帰スロープは、過去のレートを基に市場のトレンドや可能性
がある転換点を示唆し、データをライン化したもので、 現在のレー
トが更新されるたびに変化します。

このインディケータは、過去の為替レートを使用して、近い将来での
潜在的な市場価値を予測し、いつトレンドが変化するかを判断しま
す。一部のテクニカル分析では、価格がこの線形回帰線の上に上昇
したり、下に下降すると、買われすぎ・売られすぎを示唆し、相場が
反転する傾向を示します。

Mass Index 
(マスインデックス)

マスインデックスは、高値から安値までの値幅に着目し、その収縮推移
を基にインディケータが構成されます。　マスインデックスはトレンド
のある市場の方向性をモニターし、トレンドの反転を示唆します。

マスインデックスが設定ライン（27.0）を越え、続いてトリガーのライン
（26.5）を下降するときに、トレンドが反転する可能性を示します。マス
インデックはトレンドを明確にする機能は無く、トレンドが反転する可
能性を示唆するだけです。

Median Price 
(中位の価格または中間価格)

中位の価格は、その日の高値と安値の中間を計算します。平均あるい
は平均価格と言われます。 

中位の価格は、その日のレートを簡素化して表示します。その日の終値
ではなく、値幅に関する情報を含んでいるので、終値のボラティリティ
の一部を平準化するのに使用できます。 

Moving Average Exponential 
(指数移動平均線/EMA)

指数移動平均線は、単純移動平均が、過去のレートの単純平均で計
算されているのに対して、過去の値動きを考慮し、直近の値動きをより
多く反映するよう調整されているという違いがあります。

直近のレートに比重を高めるように計算され、全てのデータ（期間）を
もとに算出されており、指数移動平均を用いることによりデータをより
スムーズに処理することができるため、大勢的な相場のトレンドをつか
むことができます。計算式は、2／（n＋1）〔ｎは１日目の計算で用いた単
純移動平均の期間〕を用います。
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注：指数平滑平均は全てのデータ（期間）をもとに算出されており、あ
る一定の期間に限った単純移動平均とは異なります。 

移動平均はトレンドの確認ができることより、抵抗線としても利用する
ことができます。

為替レートを移動平均と比較することでトレンドがサポートされている
のか、ブレークされようとしているのかを判断することができます

Moving Average Modified  
(修正移動平均)

修正移動平均は、数学的な技法であり、平均が価格の動きにより反
応するようにします。平均には、通貨取引ペアの上昇または下降する
価値にキャッチアップできるための勾配係数が含まれます。修正移
動平均は、単純移動平均と似ています。修正移動平均の最初のポイ
ントは、単純移動平均の最初のポイントと同じように計算されます。
ただし、すべての以後のポイントはまず新しい値を追加して、次に結
果の合計から最後の平均を減じて計算されます。

Moving Average Simple 
(単純移動平均/ SMA)

単純移動平均インディケータは、期間における通貨の終値を合計し
て、次に期間の数の合計で除算して計算します。時には、算術移動平
均と呼ばれるSMAは、基本的には期間での平均価格です。

計算方法は、単純に指定した期間の終値を指定した期間で割ること
により、その期間中の終値ベースの単純平均値を算出したものです。
単純平均では、指定された期間内の終値はすべて同じ比重がかかっ
ているため、指定期間が長ければ長いほど相場の動きに対し、移動
平均にスムーズィング効果が加わることになります。 

最も一般的な移動平均の解釈の仕方として挙げられるのが、相場が
移動平均の上（またはサポートされる形で）を推移している場合＝上
昇トレンド（買い建てが有効）とみなし、逆に相場が移動平均を下回
って（または移動平均がレジスタンスとなっている形で）推移してい
る場合＝下降トレンド（売り建てが有効）と解釈する方法です。

Moving Average Triangular 
(三角形移動平均/ TMA)

三角移動平均は加重移動平均の一種で、中央の要素に最も大きな重
みがかかることが特徴です。計算法は簡単で単純移動平均を2回適用
して計算するだけです。

移動平均は、一般的にはトレンドの識別に使用されます。移動平均の
方向に注意が必要であり、価格や移動平均の相対的な位置にも注意
が必要です。移動平均の値 (方向) が上昇しており、価格が移動平均
の上 (位置) にある場合、上昇基調であることを示しています。移動平
均の値が下降し、価格が移動平均より下にある場合、下降基調である
ことを示しています。置き換えられた移動平均では、現在のバーの上に
前のバーまたは後のバーの移動平均の値が描画されます。

Moving Average Weighted 
(加重移動平均)

加重移動平均は、所定の期間での以前の値に、現在の値を含めて、一
緒に平均を計算します。これらの値には、最も古い値が ウエイト１．次
の値が ウエイト2．そして現在の値まで順番に加重平均されます。

所定の期間を満たすのに十分な値が与えられるまでは、一連のデータ
の開始における移動平均は定義できません。

注：現在の値に対してより複雑な重みを付ける場合は、指数移動平均
を使用します。加重移動平均を 2つ、または、それ以上の加重移動平
均を平均化することも可能です。 

移動平均は、たとえば日々の価格などのように、未加工で、ノイズが多
いデータを平準化する場合に便利です。価格データは毎日大きく変化
しており、時間が経過すると価格が上昇しているのか、下降しているの
か、分かりにくくなります。価格の移動平均を調べれば、隠れたトレンド
の、より一般的な状態を把握できます。 

移動平均からは、トレンドの把握や、データがトレンドに抵抗しようとし
ているかどうかも確認でき、新規ポジション作成やポジション決済の
判断に役立ちます。データを移動平均と比較して、トレンドを支持して
いるか、あるいは新しいトレンドが始まろうとしているかを判断するこ
とがよくあります。

Parabolic SAR 
(パラボリック SAR/ PSAR)

パラボリックSARインディケータは、為替レートと時間の関係に基づ
いています。時間/価格ベースのストップを活用して、ポジションをスト
ップおよびリバースする時期を決定するために使用します。

パラボリックSAR に達すると、現在のポジションを決済し、逆に新規
ポジションを作ります。主にトレンドのある市場で使用され、常にポジ
ションを持つことが一般的です。このインディケータは、ストップ・ポイ
ントを決定して、いつポジションを反転させて、反対方向で取引を行う
か予測するためにも使用されます。このインディケータは、チャート化
した場合に、パターンがパラボラまたは雲形定規に似ている事実から
名前が付けられました。 

Percent Change 
(変動率/ PCC)

変動率のインディケータは、直近の終値と比較対象とするｎ日前の
終値の価格差の変化を累積し、描画したインディケータです。デフォ
ルトの設定では、チャート上の当日の終値と前日の終値との変化の
割合を前日のPCC値に加算してプロットしていきます。このインディ
ケータを用いることにより、簡単に前日比ベースでの価格の推移を
捉えることができ、現在までの流れを掴みやすいインディケータと
いえます。

Percent of Resistance 
(抵抗率/POR)

抵抗率は、通貨の終値を所定の期間におけるその為替レートのレン
ジと比較するオシレーターです。 

Percent R 
(パーセントアール/ PCR＝％R)

％Rのインディケータは、トレンドが強く現れていないレンジ相場に用
いるのが最適と考えられています。また中長期的な上昇トレンドの中
の、短期的な押し目買い、または、中長期的な下降トレンドを形成して
いる相場の中の、短期的な戻り売りのポイントを探るツールとしても、
有効と考えられます。

買われすぎと見る場合は、％Rが80のラインから上（80～100の値の
レンジ）の高水準の圏内で推移している時です。売られすぎと見る場合
は、％Rが20のラインから下（0～20の値のレンジ）の低水準の圏内で
推移している時です。
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Price Channel 
(プライスチャネル/PC)

プライスチャネルは、指定された期間の数値により高値と安値を計算
し、プライス上に描画します。為替レートが上のバンドより上に移動す
ると、上昇が強いサインであると考えられます。逆に、バンドを下回り
移動すると、売りが強いサインであると考えられます。チャネル線の中
で取引が継続する動きの後は、強いブレークアウトを示している可能
性があります。 

このインディケータは、デフォルトでは表示｢されません｣。距離の入力
を正の数に変更すると、プロットが左に移動します。距離の入力を負の
数に変更すると、プロットが右に移動します。 

Price Oscillator 
(価格オシレーター/プライスオシレーター/Price Osc)

価格オシレーター（PO）は2つの異なる期間の移動平均の差をもとに
作られたモメンタム系のインディケータの1つで、 MACDとよく似た計
算方法が用いられています。MACDは一般的に12、26の2つの期間を
どのような場合においても用いますが、価格オシレーターは特にこの2

つの期間に縛りはなく、自由に設定できます。

０のラインが売買のシグナルとなり上抜ければ買い／下抜ければ売り
となります。

Relative Volatility 
(相対ボラティリティ/レラティブボラティリティ/ RVI)

RVIは、RSIを応用したインディケータで、相場のボラティリティが拡大
傾向にあるか縮小傾向にあるかを計るインディケータです。また RVI

は他のモメンタム系等のオシレーターのコンファメーション（確認）の
ために用いられることが多くあります。その理由として、RSI、ストキャス
ティクス、モメンタム等のオシレーターは全て価格そのものから算出さ
れているため、似通ったシグナルをどうしても出しやすい傾向があるか
らです。その観点から RVIの枠組みはRSIと同じですが、基礎となって
いるデータが異なりますので、コンファーミング・インディケーターとし
て用いることができます。

RVIの数値が50以上になると、相場のボラティリティ拡大を示唆。

RVIの数値が50以下になると、相場のボラティリティ縮小を示唆。

Rate of Change 
(レートオブチェンジ/ ROC)

ROCとは、計算期間内の価格の変化率を表したテクニカルインディ
ケータで、利用することで、逆行現象、相場の勢い（強弱）、反転の
目安となる水準を見ることが出来ます。モメンタムとほぼ同じ動き方
をします。

ROCが100以上の時は、強気相場と判断でき、ROCが100以下の
時は弱気相場と判断できます。

Senkou Span 
(先行スパン)

『Ichimoku(一目均衡表)』を参照してください。

Standard Deviation 
(標準偏差/StdDev)

標準偏差は、ボラティリティのインディケータです。平均から、どの程度
幅広く値が拡散しているかを測定します。拡散とは、実際の値と平均値

の間の差です。実際の価格と平均価格の間の差が大きいほど、標準偏
差は高くなり、ボラティリティが高くなります。実際の値が平均値に近
いほど、標準偏差は低くなり、ボラティリティは低くなります。 

Standard Error Bands 
(標準誤差バンド/SE Bands)

標準誤差バンドは、トレンドとそのトレンド周辺のボラティリティを表示
します。このインディケータでは、3つのプロットが生成されます。真ん
中のプロットは、21期間の線形回帰線の終了値です。 上のプロット、上
部標準誤差バンドは、2つの標準誤差を線形回帰線の終了値に追加し
た結果です。下のプロット、下部標準誤差バンドは、2つの標準誤差を
線形回帰線の終了値から減算した結果です。終値で大きな変化がある
と、線や誤差バンドの値に大きく影響するので、回帰線の3期間を単純
移動平均と標準誤差で描画します。

標準誤差バンドはボリンジャーバンドに似ていますが、解釈は異なり
ます。標準誤差バンドは、現在のトレンドの方向およびその周辺のボラ
ティリティを示します。ボリンジャーバンドは、価格の平均周辺のボラテ
ィリティを示します。

標準誤差バンドを使用する1つの方法は、価格が動き始めた (上方向
または下方向へ) 時に絞られるバンドを探すことです。これが発生する
と、価格がトレンドを示しやすくなると言えます。トレンドが強い間は、
バンドも絞られたままであることがよくあります。同時に、トレンドの方
向によって、線形回帰線は上昇または下降を続けます。バンドが広がり
始めると、価格が下がり始める徴候です。この後、線形回帰線が水平化
し、反転し、トレンドがもうすぐ終了するシグナルとなります。 

STARC Bands 
(STARCバンド/ストラー平均レンジチャネル/ SB Bands)

STARCバンドは、単純移動平均を囲むチャネルを作成します。作成
されるチャネルの幅は、平均範囲の期間によって変化します。作成さ
れるチャネルの幅は、平均範囲の期間によって変化します。それが名
前の理由です(“ST” は｢ストラー｣で、 “ARC” は｢Average Range 

Channel｣ です)。STARCバンドは、ボリンジャーバンドと同様の方法
で、堅調な市場では締り、不安定な市場では緩みます。ただし、終値を
ベースとするのではなく、STARCバンドは平均レンジ幅をベースとし
ているので、外為市場のボラティリティに関してより高い関連性を示
します。ボリンジャーバンドが価格の動きの継続を示しているのに対し
て、STARCバンドは通常の価格の動きに対する上値および下値の限
度を表示します。 

Swing Index 
(スイングインデックス/Swing)

スイングインデックスは、0から100までのスイングインデックス値をア
ップ・バーに、0から-100までのスイングインデックス値をダウン・バー
に割り当てます。このインディケータは、現在のバーの始値・高値・安
値・終値ならびに前回の始値および終値を使用して、スイングインデッ
クス値を計算します。スイングインデックスが0を超えれば、短期的に
価格は上昇すると考えられます。反対に、スイングインデックスが0を
下回れば、外為市場の価格は下降すると考えられます。スイングインデ
ックス値が大きくなれば、為替レートはは上昇し、スイングインデック
ス値が小さくなれば、為替レートは下降すると考えられます。  
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TEMA 
(三重指数移動平均)

TEMAは、少し誤解されやすく、単に“「移動平均」の「移動平均」”の移
動平均というわけではありません。単一指数移動平均、二重指数移動
平均、および三重指数移動平均の独自の組み合わせであり、3つの構
成要素単独の場合より若干の遅れを示します。TEMA は、従来の移動
平均を利用し、価格データやその他のインディケータを平準化するた
めに使用できます。

Tenkan Sen 

(転換線)

『Ichimoku(一目均衡表)』を参照してください。

Time Series Forecast 
(時系列予測/ TSF)

時系列予測(以下、｢TSF｣)は、最小二乗法を使用する線形回帰に基
づいています。線形回帰は、将来の外為市場の価値を過去の価値と
の相対で予測する統計的なツールです。TSF は、トレンドの上昇ま
たは下降のバイアスを決定して、その計算を将来へ外挿することで、
将来の外為市場の価値を｢予想｣しようとします。例えば、価格のトレ
ンドが上向きなら、TSFは現在の価格との相対で価格の上昇バイア
スを論理的に決定し、その計算を前方に外挿します。外為市場の価
格がインディケータより上なら、トレンドは上昇であると考えられま
す。外為市場の価格がインディケータより下なら、トレンドは下降で
あると考えられます。さらに、多くのアナリストは、価格がインディケ
ータの上下に移動すると、価格は線に引き戻される傾向があると考
えています。TSF インディケータも、現在のトレンドをモニターして、
方向に変化があるかを決定しようとします。

時系列予測インディケータは、2つの重要な相違を除いて、線形回
帰インディケータに似ています。最初の違いは、TSFはその線を 
BarsPlus入力で指定されるバーの数を乗じて前方 (チャートの右) 
へプロットすることです。二番目の違いは、TSF で使用するデフォル
トの長さの入力の値が、プロット線を前方に延長するので、はるかに
短いことです。トレンドやアクティビティを分析する場合に、長さの
入力が大きくなるとプロットが非常に複雑になり、長さが短い場合
ほどは、信頼性が無くなります。

TRIX

TRIXは、買われすぎ、売られすぎを特定するために使用するオシレー
ターです。モメンタムインディケータとしても使用できます。多くのオシ
レーターと同様に、TRIXもゼロ線の周囲で変動します。オシレーター
として使用する場合、正の値は買われすぎであることを示し、負の値は
売られすぎであることを示します。モメンタムインディケータとしては、
正の値は勢いと方向性が強くなっていることを示し、負の値は弱くなっ
ていることを示しています。多くのアナリストは、TRIXがゼロ線の上に
抜けると買いシグナルであり、ゼロ線の下へ抜けると売りシグナルであ
ると考えています。また、価格とTRIXのダイバージェンス（逆行現象）
は、転換点を示唆していると考えられます。

他のトレンドに従うインディケータと比較した場合の、TRIXの2 つの
主な利点は、為替市場のブレを抑制する点、ならびに遅行インディケ
ータではなく先行インディケータである傾向性です。三重指数平均の
計算を使用して外為市場のノイズをフィルタし、外為市場の方向が変
わるシグナルとなり得る、マイナーな短期サイクルを除去します。それ
ぞれのバーの、平準化されたバージョンの、価格情報間での差を測定
し、外為市場に先行できる能力です。先行インディケータとして解釈す
ると、TRIXは他の外為市場のタイミング・インディケータと組み合わ

せて使用し、インディケータ相場のブレを抑制することが最善の使用
方法です。  

Typical Price 
(標準価格/ティピカルプライス/Typical)

ティピカルプライスは、高値、安値および終値の平均を計算し、チャー
トに描画されます。

Ultimate Oscillator 
(ウルティメートオシレーター/UltiOsc)

ウルティメートオシレータは、「Avg1Len」、「Avg2Len」および
「Avg3Len」の3種類の異なる設定期間における価格変動の加重合
計値を取り込んで表示されます。

多くのアナリストは、ウルティメートオシレータのダイバージェンス（逆
行現象）、ならびにインディケータのトレンドのブレークアウトが重要な
シグナルであると考えています。例えば、強気のダイバージェンス（逆行
現象）は、外為市場の価格は新安値に達したが、インディケータが従っ
ていない場合に発生すると言われています。逆に、弱気のダイバージェ
ンス（逆行現象）は、外為市場の価格は新高値に達したが、インディケ
ータが従っていない場合に発生すると言われています。

Volatility Chaikin’s 
(ボラティリティチャイキン/Volatility)

ボラティリティチャイキンは、高値と安値の間の価格幅から相場のボラ
ティリティを計算します。この式は、為替市場のトップ、またはボトムを
示すために使用します。

このボラティリティの測定を解釈する方法は2つあります。1つの方法で
は、ボラティリティが高い場合には価格は天井圏に達し、ボラティリテ
ィが低い場合には価格は底に近づきます。

もう 1 つの方法では、比較的短い期間でボラティリティが上昇した場
合にはボトムが近いこと、長い期間でボラティリティが下降するとトッ
プに近づいていることを想定しています。 

Weighted Close 
(加重終値/WC)

加重終値は、過去の相場において最も重要な部分のみに着目し、その
変化をとらえようとしたものです。そのため、重要でないと考えられた
値幅での動きに対しては反応しないため、現在までのより分かりやす
い形で表現します。高値、安値、終値の内、終値の数値を加重して計算
する計算方法のこと。具体的には（高値＋安値＋終値*2）/4で計算さ
れます。

Williams Accumulation/Distribution 
(ウイリアムズAD/ウィリアムズの収束・拡散/WAD)

ウイリアムズADは、取引市場が買い手(収束)によって、または売り
手(拡散)によってコントロールされているか、そして価格と アキュ
ムレ－ション/ディストリビュ－ションの間にダイバージェンス（逆行
現象）があるかを判断するために使用します。 

また、ウイリアムズADは、まだインディケータ新安値まで下降して
いない場合でも、買いを推奨します。同様に、価格が新高値を付け
て、アキュムレ－ション/ディストリビュ－ションインディケータが追
随していない場合でも、売りを推奨します。 
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ジグザグ 
(Zig Zag)

ジグザグは、過去の相場において最も重要な部分のみに着目し、そ
の変化をとらえようとしたものです。そのため、重要でないと考えら
れた値幅での動きに対しては反応しないため、現在までのより分か
りやすい形で表現します。

また、ジグザグを利用することにより、主に最も重要な反転だけが
強調表示され、見やすくなります。ジグザグ・チャートの最後の部分
が、基調であるプロットの変化に基づいて変化することを考慮する
と、価格が唯一の例となります。つまり、通貨の価格が変わると、イ
ンディケータの以前の値も伴って変わることとなります。ジグザグは
以後の変化に基づいてその値を調整するので、価格がどのように遷
移してきたかについて見抜く上で、大変有効です。

外国為替保証金取引や、CFD、デリバティブその他のレバレッジ取引には高いレベルのリスクが潜在しており、預託した資金を超えて損失
を被る可能性もあるため、全てのお客様に適している投資商品とは言えません。本内容は情報提供の目的にのみ供されるものとし、いかな
る投資商品の提供・勧誘その他法的に拘束され得る行為、また、それら投資商品の推奨、助言等を意図したものではありません。© 2011 
Global Futures & Forex, Ltd. 無断複写・複製・転載を禁ず。本内容はGFT東京支店により、

または同支店のために作成されたものです。同支店は、日本においては、グローバル・フューチャーズ・アンド・フォレックス・リミテッドとして
日本の金融庁に第一種金融商品取引業者登録をしており（関東財務局長（金商）第268号）、社団法人金融先物取引業協会の加盟業者で
す（金融先物取引業協会1520号）。http://www.gftforex.co.jp/


